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予算・条例など慎重に審査しました

滞納にならない

税の収納対策を

待機児童の解消、

介護保険について議論

　
◎
全
員
賛
成
　
○
賛
成
多
数

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

提
出
議
案
と

審
議
結
果

⋯
　
平
成
21
年
度
予
算
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計

⋯
　
平
成
20
年
度
補
正
予
算
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

○
一
般
会
計
︵
第
５
号
︶

◎
一
般
会
計
︵
第
６
号
︶

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
４
号
︶

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
３
号
︶

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
︵
第
３
号
︶

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
３
号
︶

⋯
　
条
例
の
制
定
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

◎
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
条
例

○
市
職
員
の
管
理
職
手
当
の
額
の
特
例
条
例

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
、
一
〇
〇
年
に
一
度
の

金
融
危
機
に
対
す
る
経
済
、
雇
用

対
策
等
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、
商
店
街

の
活
性
化
と
消
費
拡
大
策
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
。
公

共
施
設
の
耐
震
化
、
防
災
と
安
全

対
策
で
小
・
中
学
校
の
緊
急
修
理
。

社
会
資
本
の
保
全
の
た
め
、
道
路

や
橋
の
老
朽
化
対
策
を
実
施
。
雇

用
対
策
に
県
が
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
基
金
と
緊
急
雇
用
創
出
基
金
を

創
設
。
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金

は
、
県
が
直
接
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

委
託
す
る
事
業
と
、
市
に
交
付
さ

れ
て
一
年
以
上
雇
用
を
創
出
で
き

る
事
業
に
な
り
ま
す
。

　
緊
急
雇
用
創
出
基
金
は
、
県
事

業
と
あ
わ
せ
て
市
も
一
時
的
に

六
ヵ
月
未
満
雇
用
す
る
事
業
で
、

市
は
現
在
、
要
件
整
理
を
し
て
い

ま
す
。

　
合
併
特
例
債
の
利
用
枠
は
二
二

一
億
円
ほ
ど
あ
り
、
広
域
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
や
、
公
債
費
比
率

等
を
見
な
が
ら
活
用
は
検
討
し
ま

す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税

は
、
個
人
市
民
税
が
納
税
義
務
者

数
の
増
加
で
、
約
一
億
五
、
〇
〇
〇

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

法
人
税
は
業
績
悪
化
で
減
額
、
固

定
資
産
税
は
平
成
二
十
一
年
度
評

価
が
え
で
減
収
が
見
込
ま
れ
、
市

税
全
体
で
は
一
億
九
、
〇
〇
〇
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
景

気
悪
化
な
ど
で
税
の
収
納
率
が
厳

し
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
収
納
率
を
高
め
る
た
め
に
、
従

来
は
滞
納
繰
越
分
を
主
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
現
年

分
対
策
と
し
て
、
初
期
の
う
ち
か

ら
接
触
す
る
こ
と
な
ど
の
対
策
が

と
ら
れ
ま
す
。

　
旧
上
福
岡
・
大
井
給
食
セ
ン

タ
ー
等
不
用
施
設
は
、
優
先
度
の

高
い
道
路
整
備
や
施
設
の
適
正
配

置
で
管
理
費
の
削
減
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
年
度
内
の
各
事
業
の
額

が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。
大
腸
が
ん
検
診

な
ど
前
年
に
比
べ
て
二
九
％
受
診

率
が
減
少
し
、
委
託
料
が
減
額
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ

れ
ま
で
基
本
健
診
に
組
み
込
ま
れ

て
い
た
が
ん
検
診
が
、
特
定
健
診

の
導
入
に
よ
り
変
化
し
た
た
め
で

す
。
医
師
会
も
受
診
減
を
懸
念
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
で
は
、
最
終
の
補
正
予
算
で
減

額
し
た
大
井
プ
ー
ル
解
体
工
事
費
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雇用問題の緊急対策

への対応を
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⋯
　
条
例
の
一
部
改
正
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
部
室
設
置
条
例

◎
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
条
例

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
条
例

◎
市
長
等
の
給
料
の
額
の
特
例
条
例

◎
行
政
財
産
の
使
用
料
条
例

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等

◎
国
民
健
康
保
険
条
例

◎
介
護
保
険
条
例

◎
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

○
水
道
事
業
の
設
置
等
条
例

◎
水
道
事
業
給
水
条
例

◎
市
職
員
の
給
与
条
例

◎
市
議
会
委
員
会
条
例

以
上
、
可
決

・
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
続
審
査

⋯
　
そ
の
他
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
福
岡
中
央
公
園
拡
張
整
備
工
事
︵
土
木
︶
請

負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◎
道
路
線
の
変
更
︵
20
件
︶

◎
道
路
線
の
認
定

◎
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
当
市
に
お
け
る
市
街
地
の
区
域

及
び
当
該
区
域
に
お
け
る
住
居
表
示
の
方
法

に
つ
い
て

以
上
、
可
決

⋯
　
動
議
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
大
井
プ
ー
ル
事
故
の
調
査
に
関
す
る
　
　

否
決

⋯
　
意
見
書
　
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

・
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
安
心
し
て
働
け

る
介
護
保
険
制
度
へ
抜
本
改
正
を
求
め
る

・
内
需
犠
牲
を
招
く
消
費
税
増
税
の
拡
大
を
許

さ
な
い

・　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
﹃
公
益
負
担
﹄
を
廃

止
す
る
こ
と
を
求
め
る

・
保
育
の
市
場
化
を
中
止
し
、
公
的
責
任
の
確

立
を
求
め
る

・　
国
保
税
︵
料
︶
の
引
き
下
げ
を
国
の
支
援
で

行
う
こ
と
を
求
め
る

以
上
、
否
決

が
再
度
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
実
施
す
る
見
通
し
が
あ
る

の
か
な
ど
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
育
所
待
機
児
童
問
題
で
は
、

平
成
二
十
三
年
四
月
に
保
育
所
開

設
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
の
待
機
児
童
解
消
策
に

つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助
金
な

ど
、
各
団
体
の
補
助
金
の
前
年
比

増
・
減
額
理
由
、
委
託
事
業
費
の

積
算
根
拠
、
小
・
中
学
校
施
設
耐

震
補
強
工
事
概
要
、
東
台
小
開
校

記
念
事
業
な
ど
に
関
す
る
質
疑
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

は
、
三
年
ご
と
の
見
直
し
で
、
四

期
目
の
保
険
料
確
定
に
よ
る
も
の

で
す
。
今
ま
で
の
六
段
階
が
十
段

階
と
な
り
、
基
準
額
は
月
額
三
、
六

〇
〇
円
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
介

護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
活
用
、

介
護
認
定
の
判
断
基
準
改
定
に
よ

り
、
軽
度
に
判
定
さ
れ
る
人
が
増

加
す
る
の
で
は
な
い
か
等
々
、
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
保

険
料
滞
納
者
に
対
す
る
資
格
証
明

書
発
行
に
つ
い
て
の
是
非
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
、
平

成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ

か
、
二
十
八
件
の
議
案
審
査
を
行

な
い
ま
し
た
。
厳
し
い
経
済
情
勢

を
反
映
し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る

予
算
に
意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
及
び
当
初
予
算
と

も
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
、

活
動
推
進
補
助
金
な
ど
あ
り
ま
す

が
、
不
況
の
と
き
で
す
か
ら
、
市

の
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
を
。
ま
た
、
特

産
品
の
開
発
な
ど
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
雇
用
対
策
は
不
十
分
で

あ
り
、
緊
急
対
策
も
含
め
対
応
す

べ
き
と
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
出
張
所
等
に
あ
っ
た

市
民
相
談
受
付
窓
口
を
、
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
本
庁
第
二
庁
舎
に

集
中
し
、
体
制
も
一
本
化
し
ま
す
。

そ
の
利
点
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ

れ
、
昨
今
、
相
談
内
容
が
複
雑
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
的
確
な
対

応
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
特
に
、
Ｄ
Ｖ
の
相
談
な
ど
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
十
分
配
慮
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後

検
討
さ
れ
ま
す
。

　
委
託
事
業
に
つ
い
て
も
、
ご
み

焼
却
灰
の
処
分
場
や
放
置
自
転
車

の
管
理
に
つ
い
て
、
執
行
状
況
の

把
握
や
、
委
託
料
の
適
正
に
つ
い

本庁第２庁舎１階の市民相談受付窓口

て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
に
よ
る
浸
水
被
害

に
つ
い
て
、
上
福
岡

二
丁
目
、
元
福
岡
地

区
の
対
策
事
業
が
、

下
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
事
の
進
め
方
も
他

地
域
へ
の
影
響
も
考

え
て
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。


